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京都大学構内遺跡調査要項

京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 1条京都大学に埋蔵文化財研究センター（以下「センタ－J という。）を置く。

第2条 センターは，京都大学敷地内の埋蔵文化財についての調査研究及び、その保存のため必要な業務

を行う。

第3条センターにセンター長を置く。

2 センター長は，京都大学の専任の教授をもって充てる。

3 センター長の任期は， 2 年とし，再任を妨げない。

4 センター長は，センターの所務を掌理する。

第4条 センターに，必要に応じて，助教授，助手その他の職員を置く。

第 5条 センターに，調五研究及び保存lこ関する業務を処理するため，研究部を置く。

2 研究部lて主任を民き，前条の教官をもって充てるO

3 主任は，研究部の業務をつかさどる。

第6条 センターに，センターの事業に関する基本的計画，人事その他管理運営に関する重要事項を者

議するため，運営協議会を置く。

2 運営協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

(1) センタ一長

(2) センターの研究部の主任

(3）前 2 号以外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者若干名

(4 ）事務局長及び施設部長

3 センター長は，運営協議会を招集し，議長となる。

4 前各項lζ 規定するもののほか，運営協議会の運営に関し必要な事頃は，運営協議会が定める。

第7条 この要項に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項はセンタ一長が定め

るO

センター長 樋口隆康（文学部教授） 運営協議会委員 谷村定雄（施設部長）

運営協議会委員 上回正昭（教養部教授） 研究部主任 泉拓良（文学部助手）

町 池間次郎（理J下部教授） 研究部研究員 清水芳裕（文学部助子）

// 川上貢（工学部教授） // 五十川付I矢（文学部助手）

（～10 月14 日） !/ 浜崎一志（工学部助手）

月 西川幸治（工学部教授） !/ 吉野治雄（施設部技術補佐員）

!/ 石田志朗（理学部助教授） 事務室 大八木邦雄（施設部事務官）

// 大塚喬清（事務局長） // 梅川厚子（施設部技術補佐員）
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京都大学構内遺跡調査会規約

第1条 乙の会は，京都大γ袖内遺跡調査会（以下「調査会」という。）と称し，京都大学の委託lとより

同大γP構内における建築物新営工事等l叶、ドい必要な敷地内の遺跡調査を行うことを目的とする。

第2 条調資会は，事務所を京都市左京区北白川西町財団法人阪本奨学会内IC置く。

第 3条調査会は，第 1条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1 ）京都大学の委託により行う当該敷地内の埋蔵文化財についての発掘調査

(2 ）前号の調交により山土した埋蔵文化財の保存，管理に関する事項の審議

(3 ）埋蔵文化財の調査に関する発掘調査概要報告書の作成

(4) その他必要とする事項

第 4 条調究会l乙次の役員を置く。

(1）会長 1 名

(2) 委員

イ 京都大学の学識経験者若干名

ロ 新営工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長

ハ 新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者若干名

(3 ）監事若干名

2 会長は，前項第 2号イの委員の推薦する者とする。

3 委員及び獄事は，会長が委嘱する。

4 第 1項第 2号ロ及びハの委員は，当該敷地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わった

ときは，退任する。

第5条会長は，調査会を代表し，業務を総括する。

2 委員は，委員会を構成し，委員会の議決に基づく業務を執行する O

3 監事は，調査会の会言｜を監査する。

第6条委員会は，会長及び委員をもって組織する。

2 委員会は，会長が招集し，議長となる。

3 委員会は，新営工事等の敷地が京都市以外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会を

置く ζとができる。

第 7条第 3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査班を置く。

2 調査班は，調ft 班長，調査員及び調査補助員をもって組織する。

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助員は，調査班長の推薦lとより会長が委嘱する。

第 8条調査会の事務を処現するため，調査会lと事務局を置く。

2 事務局lと職員若干名を置く。

3 職員は，会長が任免する。

~9条調査会の経費は，京都大学から支出される調査委託費をもって充てる。
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i:[HO条調査会は， 4月1 日l乙始まる年度ごとに，事業報告書及び収支決算書を作成し，監事の監査を

経て，年度終了後3 月以内に委員会の承認を受けるものとする。

第11 条 この規約lと定めるもののほか，調究会の運営に関し必要な事項は，会長が定める。

会長 亀井節夫（理学部教授）（～10 月14 日）

委員

川 l：貢（工学部教授） (10 月15 日～）

樋口隆康（文tγ 吉Jl 教授）

四川宇治（工学部教授）

石田；志朗（理’予部助教授）

西村進（理学部助教綬）

足利健亮（教養部助教J受）

泉拓良（文学部助手）

小野真海（事務局庶務部長）

規約第 4条 1項（2）ロ 早石修（医学部長） 加藤幹太（理学部長）

西島'ii:.則（工学部長）

規約第 4 条 1項（2）ハ 山下利弘（京都市埋蔵文化財調交センタ一所長）

監事 藤原茂男（施設部企I胡課長） 伊佐憲治（医学部事務長）

岸田哲二（工学部経理課長） 堀内祥二（理学部事務長）

事務局員 大八木郎雄（施設部手務官） JI田美栄子（調食会事務員）

梅川j早子（施設部技術補佐員） 中村美代（調査会事務員）

京都大学構内遺跡謂査会丹波町部会

会長 川上貢（工学部教授）

委員 樋口隆康（文学部教授） 泉拓良（；文学部助手）

石田志朗（理学部助教授）

規約第 4 条 1 項（2）ロ 苫名孝（農学部教授） 並河澄（農’宇部F付属牧場長）

規約第 4 条 1 項（2）ハ 東条書（京都府文化財保護課長） 徳｜湖孫太郎（丹波町教育長）

監事 藤原茂川（施設部企画課長） 岩井良古（農学部事務長）

調査班長・主任泉拓良，清水芳裕，五十川仲矢，浜崎一志，吉野治雄

調査協力者 岡田保良（国J：館大学講師），高橋美久仁（京都府文化財保護課技官）

調査員 鎌悶博子，河村善也，三宮友志，竹村恵二，山中はる代，津限久美子，原充，増井

調査補助員

正哉

岩堀美香，上岡佳子，小笠原義治，小川晃代，岸本和幸，鷲見i";"・照，田中元日召，谷

なぎさ，谷美之，玉田芳英，巾原有美乃，｛三氏喜久子，長谷川洋子，福井美也子，

藤井肇，藤沢かおる，藤村淳子，前島克彦，南秀雄，宮川禎一，宮本一犬

作業員 赤沢俊男，荒木修次，池ruイ、ン，五hi'妻彰！土J，井」孝一， k田千鶴子，小原祥一，

現窃事務員

折竹トミ子， n・山きくえ，九一山正幸，木村栄三郎，小寺末之，坂下芳者，坂本智恵

子，佐藤はつえ，楳木まつ，新宮吾代子，杉森まちの，世木包古，世木•[!'l;ー，蕎林

ひろみ，竹下チエ子，寺井万年，中嶋正雄，中村コト，中村向＼チ，橋木圧次，橋本

俊夫，福井長治，福田文治，藤木チエ子，船越修，松村冨美子，松山壮子，三浦信

一，主義立枝，安［］1秀男，山内寛次郎，山下照チ，山本ハツヱ，山本定枝，横山和枝，

吉田龍三郎

小原暁子，文字幸子

（職員は就任当時のものを用い，京都大学の職員に関しては大学名を省略した）
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本部構内A T27 区第 1次調査班 面積 1468 ぱ

所在地 京都市左京区古田本町 班長・主任泉拓良， 清水芳裕， 五十川伸矢，

工事名 本部構内実験排水槽新営 浜崎一志，吉野治雄

発掘期間 昭和55 年 2月 1 日～同 3月31 日 調査員 津限久美子，田中はる代

面積 400m2 作業員 27 名

班長 五十川伸矢 教養部構内A 021 区調査班

調査員 津限久美子 所在地 京都市左京区吉山二本松町

調査補助員 2 名 工事名 教養部構内実験排水槽新営

作業員 7 名 発掘期間 昭和56 年 2月20 日～同 3月14 日

本部構内A T27 区第 2 次調査班 面積 112m: 

所在地 京都市左京区吉田本町 班長・主任泉拓良，吉野治雄

工事名 本部構内実験排水槽新営 調査員 津限久美子

発掘期間 昭和55 年 6月23 日～同 7 月25 日 作業員 5 名

面積 115m: 工学部建築学教室新営予定地試掘調査

班長 泉拓良 所在地 京都市左京区吉田本町

調査員 鎌田博子，津限久美子 試掘期間 昭和55 年 3月26 日～同 3 月31 日

調査補助員 1 名 而積 25m' 

作業員 10名 担当者 西川幸治，浜崎一志

本部構内A X28 区調査班 病院東構内和進会館移転予定地試掘調査

所在地 京都市左京区吉田本町 所在地 京都市左京区聖護院川原町

工事名 工学部電気系学科校舎新営 試掘期間 昭和55 年 1月21 日～同 1月27 日

発掘期間 昭和55 年 7月21 日～同11 月21 日 面積 46m: 

面積 1120m' 担当者 泉拓良

班長・主任泉拓良，五十川仲矢，浜崎一志 教養部構内吉田食堂新宮予定地試掘調査

調査協力者岡田保良 所在地 京都市左京区吉田二本松町

調査員 竹村恵二，問中はる代，増井正哉， 試掘期間 昭和55 年 1月30 日～同 2 月7 日

津隈久美子 面積 42m2 

調査補助只 9名 担当者 泉拓良

作業員 12 名
医学部特殊R I実習室新宮予定地試掘調査

農学部附属牧場新営予定地調査班 所在地 京都市左京区吉田橘町

所在地 京都府船井郡丹波町蒲生野 試掘期間 昭和54 年12 月10 口～日12 月18 日

工事名 農学部附属牧場施設新営 面積 23 ロf

発掘期間 昭和55 年11 月25 日～同12 月27 日 担当者 泉拓」；ミ
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教養部構内実験排水槽設置予定地試掘調査

所在地 京都市左京区吉田本町

試掘期間 昭和55 年 5月12 日～同 5 月20 日

面積

担当者

24 町f

泉拓良，浜崎一志

医学部構内実験排水槽設置予定地試掘調査

所在地 京都市左京区吉田橘町

試掘期間 昭和55if 5月21 日～同 5月23 日

前積 12m' 

担当者 泉拓良，浜崎一志

病院東構内給水管埋設予定地試掘調査

所在地 京都市左京区聖護院川原町

試掘期間 昭和55 年 5月21 日～同 5月23 日

面積 Sm' 

担当者 泉拓良，浜崎一志

病院西構内給水センター設置予定地試掘調査

所在地 京都市左京区聖護院川原町

試掘期間 昭和55 年 6 月5 日～同 6月12 日

面積

担当者

34m' 

泉拓良，浜崎一志

病院東構内内科総合病棟新営予定地試掘調査

所在地 京都市左京区聖護院川原町

試掘期間 昭和55 年 6月12 日～同 6月24 日

面積 115m' 

担当者 清水芳裕，吉野治雄

国際交流会館新営予定地試掘調査

所在地 京都rh・左京区山端壱丁田町

試掘期間 昭和55 年 8 月 4 日～同 8 月 6 日

面積 88m2 

担当者 泉拓良
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京都大学埋蔵文化財研究センター 京都大学構内遺跡調査会
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表6 京都大学構内遺跡のおもな調査

（地点は図版 1を参照，文献中「埋」は京）
大思文研， 「調J は京大調査会をさす。 1

マ竺J思！1一一子園一手間比一土h ~J 備考
大正吋農学部 11 21 浜閏耕作l言語 I I l望者土器 1 ：自~11
··~~ii 不明 l 藤平日「 IT ド棒it跡。｜
昭和昨｜長時； j i梅原末治｜発掘lI ｜器産棺玉l栴原初｜

吋王室副l l梅原末治l I I ｜鮭土器 ｜梅原一

｜山i；「ci,ii ! ；んF
蔵I6 偶翻l宇前 101 i 器土器 I~ I 

教養部l7 l藤岡謙ヰ日 I量干z話｜ ｜ l純文土涼l藤悶η一一 8 1. 中キt 叫事悶I131 瓦 溜｜空間？｜埋78b l瓦溜肌
｜農学部 1 9 I中村徹也l事前発掘ii6001 l時計 ｜中村731

l植物園・111 II中村徹也｜事前繍（

吋教養部 114 I中需叩l事前発掘｜判 ｜総文吋 1・ 

51 年｜桔3則16 I泉 拓良｜事問19001 堅議1~ I~~晶子元｜調77 I 
~E1s! I 19 I岡田隙｜朝日発掘｜吋山崎融引車；：｜
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年度｜詰霊童｜地点l担当者団査員岡遺 構［遺 物！文献l備 考

:]§Gt:~ : 1:1~：：1伊，師法瓦｜ーlr咽 ［丹羽佑－ 1朝日発 t3 村龍代｜鱈土器｜埋78a I 
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日8宮141 l吉野儲 l事前発掘l1200I I静： l融瓦（埋78 a I 
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出劃 55 I草野骸｜事前発縮ド00 ／］喜代土坑｜時器 ！埋79 I 
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空Klsi I 72 I泉 拓良｜試掘 I461i 芦土坑［土師器l第5章l君臨決
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問 I" I 11~"'~! I輔細127'j ：喜F盟福｜

j望0ぞつ泉一掘｜？［「？世土坑l土師ナ里I~~一
一宝忍1宮I84 I＿室崎至宝i試掘I241 中世井戸｜出詰瓦｜第5章｜雲掘調査決

｜日711 85 I l崎噂｜試掘I121 I l第5章｜遺跡なし

I 空K16 医I 86 I I崎明試掘I81 I ｜第 5~ I遺跡なし
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~時型吐戸当者 I ,ft間l ＿~ii！＿~－ 1文一考
附 55 年I史Gl4! I 87 I長崎玲l試掘 I341 i l第 5 章（遺跡なし
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